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2017年7月18日［火］- 7月30日［日］
協力：楠井 沙耶、黒川 岳

Gallery PARCでは、2017年7月4日から8月13日にかけて「Gallery PARC Art Competition 2017」として、3つの展覧会を連続開催いたします。
本展は、PARCが2014年から毎年に取り組んでおりますコンペティション「Gallery PARC Art Competition 2017」に応募された31のプランか
ら、平田剛志（美術批評）、勝冶真美（京都芸術センタープログラムディレクター）の2名の審査員を交えた厳正な審査を経て採択された3つのプラン、
近藤洋平「whereabouts」（7/4～7/16　彫刻・インスタレーション）、松宮恵子「湖／畝を旅する」（7/18～7/30　染織）、井上裕加里「堆積する空気」
（8/1～8/13　映像・インスタレーション）を、各2週間の会期で連続開催するものです。

Works

fig.1 ぬかるみの中を歩く夢
 2017　　1600 × 3500mm
 ナイロン, ウール
 平織, スプラング

fig.2 八月の漣
2016　　285 × 285mm
ナイロン, ウール
スプラング

fig.3 夜、湖水の積層
 2016　　285 × 285mm
 ナイロン, ウール
 スプラング

fig.4 そこにあることを時々思い出す
 2016　　270 × 380mm
 ウール, ポリエステル
 スプラング

fig.5   飛ぶ鳥の影をみつめる
 2017　　1600 × 3800mm
 ナイロン
 スプラング

fig.6  耳垢の感覚
 2017　　サイズ可変
 ナイロン
 スプラング

fig.7   ridge
 2017　　250 × 405
 ナイロン, ウール
 スプラング

（1階店舗入り口ライトボックス部分）

fig.8 鬱の標本
 2017　　サイズ可変
 ナイロン, ウール
 スプラング

展覧会について

普段の生活の中で得た経験は、自分自身にしか知覚できない形で蓄積

される。普段意識していなくとも、誰かと会話している時などにそれらが

ふと思い起こされ、結びつき、またあらたに蓄積される。繰り返されるこ

の日々の蓄積、つまり自身の感覚世界を、繊維素材と織り・編み技法を

用いて造形化してきた。

今回は、その感覚世界に「湖」という仮の名を与えて、日々移り変わる

「湖」の表情を追いかけ、大きく空間に構成する。言葉では他者と共有す

ることができない感覚を、糸という素材を通して翻訳し、それぞれを空

間に配置しひとつの世界を編む。織り、編み、「畝」を生むことで、あいま

いな自己をとらえるための旅をする。

松宮 恵子

　

ステートメント

美しい景色を見たとき、誰かの話に聞き入ったとき、別の時間と繋がっ
たような不思議な感覚になります。

「不思議な感覚」以外の言葉はないだろうかと、糸を探してはイメージを
積み上げます。

水を上から覗き込むような。
長い夢から目が覚めたような。
忘れていた何かを思い出すような。
頼りない感覚が物質となる喜び。

それが無駄ではないと信じて、今日も指先で畝を旅しています。

　

C.V

松宮 恵子    Matsumiya Keiko

1994年、京都府生まれ

2016年、京都市立芸術大学工芸科染織専攻卒業

2016年、京都市立芸術大学大学院工芸専攻染織分野入学

現在、同大学大学院在籍

主な展覧会
2017 Japan - China Textile Art Exhibition - ひろがる布 つながる糸-

（東京藝術大学）
　-　 京都市立芸術大学作品展（京都市美術館）
2016 個展「折折の景」（つくるビル gallerymake・京都）
　-　 染織専攻大学院生前期展（京都市立芸術大学小ギャラリー）
　-　 京都市立芸術大学作品展［同窓会賞受賞］（京都市美術館）
2015 染織専攻三人展（京都市立芸術大学小ギャラリー）

　-　 銅駝美術工芸高校卒業生グループ展「美工進展」（堀川御池ギャラリー・

京都）

　-　 京都市立芸術大学作品展（京都市美術館）

2014 京都市立芸術大学作品展（京都市美術館）

　

Q・A

 - 本公募に応募した理由
大きな空間の中での展示をしてみたいと思ったから。元々PARC独特
の空間（コンクリートに日が当たる表情とか、ガラスからの採光とか）
が好きでよく訪れていて、「この場所で作品を展示したい」と思った。

 - 今回の展覧会について
自分が普段から出会う漠然とした感覚に「湖」という仮の名を与え、
様々な繊維素材を使い表現した作品群を展示。

 - 本展の目論見・挑戦・希望など
今までは一点の「もの」を作ることだけを考えて作ることが多かったが、
今回は「空間」の中でどう見せるのかということを考えながら制作を
進めることに挑戦している。（自分が感じることと異なる感覚でも）鑑
賞する人に対して何かを訴えかけたり、何かしらの言葉を連想させた
り、そのような連鎖を生み出す展覧会になればと思う。

 - 現在の素材・技法などはどのような理由で選択したものですか
織る、編む（=糸という素材を使いモチーフや画面の形を一から作る）
ことで、自分が感じたことを「画面に写しとる」のではなく、「形を作る」
という意識が生まれる。新しい素材と出会い、作品にすることで、自身
の曖昧な感覚を受容し直しているのだと思う。素材を探す、編み、織る
などのプロセスを経て、自分一人の主観にだけおさまっていたものが、
思いもよらない物質になって目の前に現れるのは毎回新鮮で面白い。

 - これまでの作品に通底する問題意識や興味など
自分の持つ感覚を、技法という言葉を使って「翻訳している」という意
識がある。従来からある技法、特に自分が今まで他の作品を通して見
てきた技法をそのまま引用し使うことに抵抗がある。物書きが苦心し
て独自の文体を作り上げるように、ひとつひとつの作品にふさわしい、
自分なりのものの作り方を研究し作っていきたい。

 - 作品をつくることはどういうことか
生きることのバランスを保つこと、天秤の片方。

 - 作品を見せることはどういうことか
それも含めて作品制作だと考えている。
自分一人が受容する感覚だったものが、糸を媒体として形になり、そ
れが他者に鑑賞されることによりある種の感覚を想起させる、という
一連のプロセスに面白さを感じているから。

 - 魅かれるものは何か
自分がそれまで見たことのなかったものに触れる瞬間は、どんなもの
であれ大切にしています。初めて見る景色、初めて食べるもの、初めて
会う人などに関しては、いつか他の何かと繋がって新しい発見の元に
なるものなので、頭の中で細かく言語化する癖があるようです。また、
マニアックなものに惹かれる傾向があり、鉱物やきのこなど、「何の役
に立つんだ」と思うようなものに首を突っ込みたくなる傾向がありま
す。ものを観察して仕組みを理解するというプロセスがとても好きで
す。織りを学ぼうと思ったのも、そういう性格から来ているのだと思い
ます。あと村上春樹の小説が好きです。

 - 見たいものは何か
水のある景色に興味があります。北海道の湿原や、長野の霧など、そ
の場に行って体験したいところはたくさんあります。ほかに、40～50
年前のファイバー・アートの作品をもっと見たいと思っています。特に
アバカノヴィッチの作品を生で見てみたい。

 - 現在の自身の問題点などあれば教えてください。
作品制作に関するストイックさがほしいと思います。また自分の作品
に関しての意味付けや、コンセプトから展開していくような「ひろが
り」がもっとほしいと感じています。

 - 何が美しいか
誠実な仕事とエネルギー。

 - 何が醜いか
配慮のなさでしょうか…。

 - 何がかっこいいか
自由であること。

 - 何がかっこわるいか
必要以上に何かに縛られること。

 - 何が気持ちいいか
オープンマインドでいられること。趣味に関しては、逆に排他的になれ
ること。

 - 何が気持ち悪いか
自分の嫌いな部分を自分以外のものを通して見てしまうこと。

 - 何を望んでいるか
小さな目標と大きな目的。

 - 何を望まないか
完全な無目的。

 - 何を求めているか
未知との遭遇。

 - 何を恐れているか
知っている気になること。興味を持っていることは、その場に行って自
分で感じてみたい。

 - 楽しいことは
新しいことに出会うこと。

 - 苦痛は
不自由だと感じるとき。

 - やってみたいことは
作品になるかどうかはわからないが、綴織の小品をたくさんつくって
みたい。また限界まで大きな作品を作ってみたい。

 - これから何をしたいか
生活と制作を両立できる環境づくり。　
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